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第 4章

地域歴史遺産を活用できる人材の育成

地域歴史遺産の活用をはかるリーダー養成教
育プログラム

　人文学研究科地域連携センターでは、2004 年
度から 2006 年度まで、工学部建築学科などと協
力しつつ、文部科学省の支援をうけ、「地域歴史
遺産を活用できる地域リーダー」の育成を目的と
する学生教育プログラムの開発に取り組んでき
た（文部科学省・現代的教育ニーズ取組支援プロ
グラム）。この事業によって開発された教育プロ
グラムが、2007 年から文学部と大学院人文学研
究科の正式科目として採用され、とくに人文学研
究科では、「地域歴史遺産活用研究」「地域歴史遺
産活用演習」（前期課程）と「地域歴史遺産活用
企画演習」（後期課程）の 3 科目が、研究科内の

「選択必須共通科目」として位置づけられること
になった。地域連携センターでは、2007 年度来、
これら 3 つの科目の授業内容と素材を提供して
いる。
　3 科目のうち、「地域歴史遺産活用研究」（学部
講義名は地域歴史遺産保全活用基礎論 A・B）は、
地域歴史遺産の現状と課題を把握し、その活用の
ための基礎的知識と能力をつける入門講義であ
る。また「地域歴史遺産活用演習」は、地域歴史
遺産の分類・整理・解読・展示内容などの実践的
方法を学び取る専門的演習である。さらに「地域
歴史遺産活用企画演習」は、その活用のための企
画展示等を自治体関係者や地域住民と一緒に企画
考案するような実践的演習である。

　専門コースの学生・院生は、この 3 つの講義・
演習をすべて履修し、専門外コースの学生・院生
はまず「地域歴史遺産活用演習」を取得し、自分
自身の興味にしたがって「地域歴史遺産活用企画
演習」を履修することが望ましいと指導された。
以下、10 年度目に入った各授業、演習の中身の
概要について記す。なお 3 つの講義のうち、「地
域歴史遺産保全活用基礎論 A」は、博物館科目の

「博物館資料論」としても開講された。

１．地域歴史遺産活用研究（学部向けは「地域歴
史遺産保全活用基礎論 A」（前期／第 1・2
クォーター）・「地域歴史遺産保全活用基礎論
B」（後期／第 3・4 クォーター）

〈前期第 1 部、第 1Q〉地域歴史遺産論（1）資料
論
いずれの授業も、神戸大学大学院人文学研究科地
域連携センター編『「地域歴史遺産」の可能性』（岩
田書院、2013 年）をテキストとし、以下の内容
で実施した。

〈前期第 1 部・第 1Q〉地域歴史遺産論（1）資料
論
① 4/11「序論：地域社会の未来のための地域歴
史遺産」（奥村弘・人文学研究科教授）
② 4/18「歴史系博物館資料論：博物館の現状と
課題」（古市晃・人文学研究科准教授）
③ 4/25「地域文献資料論」（木村修二・人文学研
究科学術研究員）
④ 5/2「現代資料論」（佐々木和子・地域連携推
進室学術研究員）
⑤ 5/9「災害資料論」（吉川圭太・人文学研究科
特命講師）
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⑥ 5/16「地域歴史遺産の救出」（川内敦史・人文
学研究科特命講師）
⑦ 5/23「現代における地域社会の成り立ち―博
物館を取り巻く政治社会状況―」（河島真・人文
学研究科准教授）
⑧ 5/30「まとめと試験」（市澤哲・人文学研究科
教授）

〈前期第 2 部、第 2Q〉地域歴史遺産論（2）活用
論 
⑨ 6/13「地域歴史資料学とは何か」（市澤哲・人
文学研究科教授）
⑩ 6/20「自治体史編集事業と地域資料」（村井良
介・人文学研究科特命講師）
⑪ 6/27「文学資料と文学館」（井上勝博・芦屋市
谷﨑潤一郎記念館学芸員）
⑫ 7/4「大学史資料と史料室」（野邑理栄子・神
戸大学附属図書館大学文書史料室室長補佐）
⑬ 7/11「地域文書館（史料館）論」（河野未央・
尼崎市立地域研究史料館嘱託）
⑭ 7/25「歴史遺産・歴史資料の活用と大学の果
たす役割」（坂江渉・兵庫県立歴史博物館ひょう
ご歴史研究室研究コーディネーター）
⑮ 8/1「地域歴史遺産とまちづくり」（前田結城・
人文学研究科学術研究員、上田脩・丹波市棚原自
治会ＰＵ事業推進委員会）
⑯ 8/8「書き残すことの意味」（大槻守・香寺町
史研究室主宰）

〈後期第Ⅰ部・第３Q〉地域文化財論（1）兵庫県
内の文化財
① 10/7「序論―地域の歴史遺産とその保全―」（奥
村弘・人文学研究科教授）
② 10/14「文化財とはなにか」（村上裕道・兵庫
県教育委員会事務局参事兼文化財課長）
③ 10/21「地域の文化財の発見」（黒田龍二・工
学研究科教授）
④ 10/28「兵庫県内の地域の文化財―埋蔵文化財
とはなにか―」（山下史朗・兵庫県教育委員会事
務局文化財課副課長兼文化財班長）
⑤ 11/4「兵庫県内の地域の文化財―史跡・文化

的景観―」（岡﨑正雄・元兵庫県立考古博物館事
業部長）
⑥ 11/11「兵庫県内の地域の文化財―仏像を中心
に―」（神戸佳文・兵庫県立歴史博物館館長補佐）
⑦ 11/18「兵庫県内の地域の文化財―近代化遺産
を中心に―」（足立裕司・工学研究科名誉教授）
⑧ 12/2「まとめと試験」河島真 

〈後期第Ⅱ部・第 4Q〉地域文化財論（2）保存・
活用論
⑨ 12/9「景観復元とまちの形成－地図、地形環
境と土地の履歴－」（菊地真・人文学研究科准教授）
⑩ 12/16「遺産の保存をめぐって―農業と農耕文
化を中心に―」（堀尾尚志・農学研究科名誉教授）
⑪ 12/27「大規模自然災害と文化財救出、その効
果について」（内田俊秀・京都造形芸術大学名誉
教授）
⑫ 1/6「地域歴史遺産の保全・継承と活用を考え
る―襖の下張り資料―」（尾立和則・前京都造形
芸術大学教授）
⑬ 1/13「歴史的建造物の保存・修復」（足立裕司・
工学研究科名誉教授）
⑭ 1/20「博物館運営と歴史遺産の活用」（山地秀
俊・神戸大学経済経営研究所教授）
⑮ 1/27「都市景観とまちづくり」（三輪康一・工
学研究科教授）
⑯ 2/3「障がい者にやさしい歴史遺産の活用」（高
田哲・保健学研究科教授）

〈全体を通して〉
　昨年度に引き続き、基礎論 A を「地域歴史遺産」
のうち、主として文献資料にかんする講義とし、
基礎論 B をそれ以外の「地域歴史遺産」、すなわ
ち歴史的建築物、医術工芸埋蔵文化財、農業遺産、
都市景観等に関わる講義として編成した。
　A の講義は市澤が、B の講義は河島が統括した。
また、毎回の講義には、原則として井上がコーディ
ネーターとして参加し、講師と受講生のやりとり
や質疑応答等を受け持った。これにより全体とし
ての講義の趣旨やねらいがある程度伝わったと考
えられる。受講生は学部・大学院を含めて、A が
約 70 名、B が約 15 名で、文学部以外の学生・
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大学院生の受講生も多かった。　
　　　　　　　　　　　　　　　（文責・井上舞）

２．地域歴史遺産活用演習（学部授業名は「地域
歴史遺産活用演習 A」、大学院文学研究科は

「地域歴史遺産活用演習」、人文学研究科は「地
域歴史遺産活用企画演習」）

　9 月 12 日（月）から 14 日（水）まで、神戸
大学大学院農学研究科・篠山フィールドステー
ションにおいて、地域歴史遺産保全活用演習Ａ（学
部向け）、地域歴史遺産活用演習（大学院博士前
期向け）の授業を行った。これは、主に近世・近
代の古文書の整理・読解を通じて、地域歴史遺産
を基礎とするまちづくり、村おこしについて考え
る授業で、市民も参加して毎年実施しているもの
である。今年度は中西家文書の目録の点検を行う
ことを通して、特に目録作成の方法を身につける
ことに主眼を置いた。また、初学者に対しては古
文書の取り扱い方、目録の取り方、また文書の読
解についての基礎的な講座を並行して実施した。
参加者は学生 35 人（大学院生を含む）、教員 5 人、
研究員等 2 人であった。
　また、2 月 16 日（金）と 17 日（土）には、
三木市の旧玉置家住宅において、地域歴史遺産保
全活用演習Ｂ（学部向け）、地域歴史遺産活用演
習（大学院博士前期向け）の授業を行った。趣旨
は 9 月の授業と同じである。今年度は三木市内
の御坂神社文書の整理と目録作成を行った。また、
初学者に対しては今回も、古文書の取り扱い方、
目録の取り方、また文書の読解についての基礎的
な講座を並行して実施した。参加者は学生 40 人

（大学院生を含む）、教員 5 人、研究員 1 人であっ
た。
　　　　　　　　　　　　　　　（文責・河島真）

地歴科教育論D

　「資質の高い教員養成推進プログラム」として
採択され、2006 ～ 2007 年度に実施した「地域
文化を担う地歴科高校教員の養成」以来、現在ま
で継続してきている兵庫県立御影高校との連携事
業を、今年度も引き続き実施した。センター関係
教員が指導する「地歴科教育論Ｄ」では、御影高
校総合人文コースの課題学習を指導することを通
じて、地域文化を担う社会科・地歴科教員の実践
力を身に付ける授業を行った。今年度は「神戸弁」

「神戸スイーツ」「ケミカルシューズ」「トライや
るウィーク」「神戸電鉄」「フェニックス計画」「イ
ノシシ」「神戸とインド人」「災害と外国人」「神
戸空襲」の 10 のテーマ（10 班）に分かれて研
究を行い、このうちの「トライやるウィーク」と「災
害と外国人」についての研究が、11 月 21 日（土）
開催に開催された関西学院大学総合政策学部主催
のリサーチフェアに参加し、「災害と外国人」に
ついての研究が奨励賞を受賞した。
　また、受講生の中から、2 月 9 日（火）には世
界史 2 人、日本史 2 人が、御影高校 2 年生のク
ラスで実習を行い、同校教員の指導を受けた。世
界史はキリスト教の成立とローマ帝国への広がり
についての授業を、日本史は日中関係に焦点を当
て福原京＝日宋貿易と日中戦争に向けての軍拡を
テーマとする授業を行った。

（文責・河島真）

特別研究「地域歴史遺産保全活用教育研究を
基軸とした地域歴史文化育成支援拠点の整備」
事業を定着・普及させる活動

　2010 ～ 2012 年度特別研究「地域歴史遺産保
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全活用教育研究を基軸とした地域歴史文化育成支
援拠点の整備」事業で開発した、地域歴史遺産を
活用できる人材育成プログラムを、普及・定着を
図り、2013 年度より「まちづくり地域歴史遺産
活用講座」とそのオプションプログラムである「古
文書解読初級講座」を実施している。

１．まちづくり地域歴史遺産活用講座
　2016 年 10 月 15 日（土）・16 日（日）、文学
部公開講座として一般市民対象の「まちづくり地
域歴史遺産活用講座」を開講した（主催：人文学
研究科・同地域連携センター、共催：兵庫県教育
委員会・COC+ ひょうご神戸プラットフォーム
協議会）。本講座は、歴史文化を地域づくりに活
用し、次世代に残してゆくために、その担い手と
なる人材の育成が重要という考えのもと、年に
２回、大学と地域とで開催してきたものである。
10 月開催の講座は、大学開催講座で、今回の受
講者は 11 名であった。なお今年度の地域開催は
都合により年度内開催が困難となり、平成 29 年
4 月ないし 5 月に朝来市において開催する予定で
あるが、昨年度事業報告書原稿の締切後の 2016
年 3 月 13 日 ( 日 ) には姫路市香寺町で開催して
いるので、ここで今年度大学開催分と併せて、下
にスケジュールを示しておく。
①大学開催
日程：2016 年 10 月 15 日 ( 土 )・16 日 ( 日 )
会場：神戸大学文学部 B 棟小ホール
主催：神戸大学大学院人文学研究科地域連携セン

ター
共催：兵庫県教育委員会、COC+ ひょうご神戸

プラットフォーム協議会
後援：神戸市教育委員会、神戸市灘区

スケジュール
10 月 15 日（土）
　10:00 ～ 10:10　開講挨拶・事務連絡
　10:10 ～ 11:10　地域歴史遺産とまちづくり　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥村弘）
　11:20 ～ 12:20　地域歴史遺産活用事例の紹介

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井上舞）
　13:20 ～ 13:30　参加者自己紹介
　13:30 ～ 14:40　災害から地域資料を守る
　　　　　　　　　　　　　　　　　（川内淳史）
　14:50 ～ 15:50　歴史資料取り扱いの基礎Ⅰ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（村井良介）
　16:00 ～ 17:00　歴史資料取り扱いの基礎Ⅱ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（木村修二）
10 月 18 日（日）
　10:00 ～ 11:00　地域の歴史の見方・近現代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（河島真）
　11:10 ～ 12:10　地域の歴史の見方・古代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（古市晃）
　13:10 ～ 14:10　地域の歴史の見方・中世
　　　　　　　　　　　　　　　　　（村井良介）
　14:20 ～ 15:20　地域の歴史の見方・近世
　　　　　　　　　　　　　　　　　（木村修二）
　15:20 ～ 15:50　アンケート記入
　15:50 ～ 16:50　意見交換会
　16:50 ～ 17:00　修了証授与・閉講挨拶

②地域開催（2015 年度）
日程：2016 年 3 月 13 日 ( 日 )
会場：県民交流会館（姫路市香寺町犬飼 727-1）
主催：神戸大学大学院人文学研究科地域連携セン

ター
共催：香寺歴史研究会
後援：福崎町教育委員会
スケジュール
3 月 13 日（日）
　10:00 ～ 10:10　開講挨拶・事務連絡
　10:10 ～ 11:10　地域歴史遺産とまちづくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥村弘）
　11:20 ～ 12:20　播但線の建設と地域の変貌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大槻守）
　13:10 ～ 13:20　参加者自己紹介
　13:20 ～ 14:20　歴史資料取り扱いの基礎
　　　　　　　　　　　　　　　　　（村井良介）
　14:30 ～ 15:30　地域歴史遺産活用事例の紹介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井上舞）
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　15:30 ～ 16:00　アンケート記入
　16:00 ～ 16:50　意見交換会
　16:50 ～ 17:00　修了証授与・閉講挨拶
　　　　　　　　　　　　　　（文責・木村修二）

２．古文書解読初級講座
　11 月 18 日から 29 日の毎週火曜日、計 4 回の
日程で神戸大学人文学研究科学生ホールにて開催
した。これまでの「まちづくり地域歴史遺産活用
講座」の受講生に案内し、22 名の参加者があった。
講師は河島裕子氏（神戸大学非常勤講師）が務め、

「わかりやすい資料から読み進めて下さったので、
とても興味深く読むことが出来た」「これを機に
古文書に親しむことが出来れば良いなと思った」
と好評であった。
                                          （文責・横山朋子）


